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日本の電子楽器発展の契機となった電子オルガンである。メインアンプ以
外はすべてトランジスタ（281石）を採用し、安定した音源回路と低消費
電力化を実現した。音源回路で作られた音の信号は、ビブラート回路やサ
スティン回路によりそれまで出せなかった音の表現が得られ、さらに音色
回路で基音や倍音を変えて多彩な楽音を作り出すことができた。また打楽
器音もリアルタイムに演奏できるなど、一台で様々なアンサンブル演奏を
可能にした。音楽教室やコンクールを通して普及促進に成功し、現在も全
国に6,000以上とされる教室で後継機種が使用されており、累計で約500万
台が販売されている。本機は日本の電子楽器の技術と音楽教育の原点と
なった機種として重要である。
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